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都市計画審議会 会議録 

審議事項 

議案第１号 富山高岡広域都市計画地区計画の決定（本開発地区地区計画） 

議案第２号 富山高岡広域都市計画下水道の変更 

報告事項  緑の基本計画について 

会 場 射水市役所大島分庁舎大会議室 日 時 
令和５年７月２８日（金） 

午前１０時～午前１１時１５分 

出席者 

牧田 和樹、堀 正、佐伯 孝、犀藤 秋美、呉松 福一、吉野 省三、 

二木 勧、井上 靖啓、水上 みどり、尾上 清逸、沖 和美 

                             （計１１名） 

欠席者 八箇 かの子、加治 宏規、中村 文隆、津田 信人 

傍聴者 なし 

部長 

司会 

開会のあいさつ 

委員定足数について報告（1５名中１１名の参加により審議会成立） 

会長 開会宣言 

会長 

 

 

市 

本日の審議事項のうち、 

「議案第１号 富山高岡広域都市計画地区計画（本開発地区地区計画）の決定」について、 

市より説明願う。 

 

議案説明・・・議案第１号資料参照 

 

 

委員 

 

 

市 

 

 

委員 

市 

 

 

 

 

 

会長 

市 

 

委員 

 

■質疑応答 

・地区計画の範囲について、都市計画マスタープランで都市中核拠点に位置付けられているが、

現在は市街化調整区域であり、当該地区を市街化区域に組み込む方法もあると思うが、その判

断について教えてほしい。 

・市街化区域に関する、富山高岡広域都市計画区域マスタープランとは別に地区計画の協議を県

と進めてきたところで、切り離して考えていただきたい。 

 

・雨水の貯留池が整備されている思うが、どの程度の雨量に対応できるか教えてほしい。 

・雨水排水については、地元の土地改良区と協議済みである。この地区計画の区域については、 

３０年確率の雨の想定で調整池を設けている。５０年、１００年に１回のレベルで設けるとな

ると財政負担や事業者の負担もあるので、土地改良区との協議により３０年確率の雨に耐えう

る規模で計画している。 

 

・開発前後で雨水処理の能力はどう変わるのか。 

・雨水処理の能力については、現状と変わらない予定。 

 

・計画基本図に道路が２か所あるが、これは認定外道路に接続するのか。開発後、道路は市道に

認定されると思うが、行き止まりにならないのか。 
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市 

 

委員 

市 

委員 

市 

 

 

委員 

市 

 

 

会長 

市 

 

 

 

・新幹線沿いにも市道があり、そこに接続するため、行き止まりにはならない。 

 

・冬季の除雪はどのような計画か。 

・機械除雪で対応予定。 

・雪はどこに寄せるのか。道路幅６ｍの場合除雪が難しいのでは。 

・西側に８ｍの道路を計画しており、そこで対応可能と想定しているが、それでも難しい場合は

排雪も考えている。 

 

・本地区計画区域に隣接する東側の農地が残るが、その場所も含めて計画しなかった理由は。 

・当計画は地元発議の計画であるが、地権者の中には反対される方がいたため、区域に入れなか

った。 

 

・先ほど除雪の話が出たが、消雪は入れられないのか。 

・維持管理にかかる費用がかかることや、地下水を利用する消雪施設は射水市で現在新設をして

いないことから、消雪は設置しない。地元で管理組合による設置も考えられるが、１０年、２

０年たつと管理できなくなり、市に負担がくるため新設しないこととしている。 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

■採決 

他に質疑がないようであれば、採決を行う。 

「議案第１号 富山高岡広域都市計画地区計画（本開発地区地区計画）の決定について」を原案

のとおり可決してよいか伺う。 

 

全員挙手                      

                                      

全員賛成と認めるので「議案第１号 富山高岡広域都市計画地区計画（本開発地区地区計画）の

決定について」を原案のとおり可決することとする。 

 

会長 

 

市 

続いて、 

「議案第２号 富山高岡広域都市計画下水道の変更」について市より説明願う。 

 

議案説明・・・議案第２号資料参照 

 

委員 

 

市 

 

 

 

■質疑応答 

・雨水処理の説明中に計画降雨強度５４．２ミリ（/h）とあったが、それは射水市としての雨量

の計算の基準なのか？ 

・５４．２ミリ（/h）は雨水対策施設を設置するときの基準として、平成３１年に雨水対策総合

計画で定めた数字で、現在も運用している。計画降雨強度が増えることにより、整備する施設

も大きくなり、事業費が莫大になるため、市としては１０年確率の規模である５４．２ミリ（

/h）を基準に施設を作るようにしている。 
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会長 

 

 

委員 

 

会長 

 

 

■採決 

他に質疑がないようであれば、採決を行う。 

「議案第２号 富山高岡広域都市計画下水道の変更」を原案のとおり可決してよいか伺う。 

 

全員挙手                        

                                      

全員賛成と認めるので「議案第２号 富山高岡広域都市計画下水道の変更」を原案のとおり可決

することとする。 

 

会長 

 

 

市 

続いて、 

「報告事項 緑の基本計画について」市より説明願う。 

 

報告事項説明・・・報告事項資料参照 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

市 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

会長 

市 

会長 

市 

 

会長 

 

■質疑応答 

・都市公園について、３０年が経過して７割が老朽化とのことだが、特にトイレの整備が必要と

思う。市民の思いとして、公園を含めて公共施設のトイレの洋式化を進めてほしい。一挙には

難しいと思うので計画的に進めることが必要。緑や自然環境に恵まれているからこそ、定住化

を進めるためにも、ソフト面も含め、公園の利便性を向上する工夫をお願いしたい。 

 

・公園自身の利便性における課題については調査していないのか。 

・特別に調査はしていないが、一番の問題は公園施設の老朽化と捉えている。 

・ハードとしての課題からこの計画が立ち上がってきているが、今後はソフトの部分も関わって

くるため、ソフト面での調査も必要かと思う。公園の活用方法や市民の役に立つ公園とはどの

ようなものかなど、調査を進めるべき。 

 

・トイレの洋式化については調査し、計画的に進めた方がよい。街路樹にしても、富山市や高岡

市は綺麗になっていると思う。射水市も綺麗な市にしてほしい。また、市民協働の条例を制定

しているが、職員も住民も理解不足に感じている。公園に限らず市民協働の取組を進めてほし

い。 

 

・市内の公園の現状を調査されたものを表か何かにして見せてもらった方が話しやすい。 

 

・次回、緑の基本計画を都市計画審議会で説明するのはいつか。 

・年内にもう一度、全体像をお示ししてご意見を賜りたい。 

・市として、緑の基本計画の検討組織は設けているのか。 

・庁内会議だけ設け、外部有識者からの意見は都市計画審議会にて頂戴することとしている。 

 

・他に意見がないようなので、報告事項に関する協議は終了とする。今後も意見等あれば担当課

へ連絡していただきたい。 
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会長 閉会宣言 

 

 


